20120624　1部礼拝

スタートから違う祈り (ルカ11:1-13)
今日のメッセージをとおして神様の豊かな恵み、そして救いの目が開かれて現場で成就する約束のみことばをしっかりと握っていただきたいと願います。

とても貧しい人、貧しい家庭で親が子どもに自分の今の都合に合わせて生きていかないといけないので、節約術を伝授していました。１日５００円でどうやって生きていけるかというノウハウ、コツを教えていました。それを横で金持ちの家の息子が見ていて、「うちの親はあのようなことをしていないのに、あの子の父親は素晴らしいな。羨ましいな」と思って自分の家に戻り、「お父さん。パパ。あちらの家ではこのようなことを教えていました。だから、私にもあのことを教えてください。節約術が何でしょうか。それを教えてください」と言ったときに、その金持ちの親はどのように反応するでしょうか。「そうか。そういうことを忘れていた。ごめんね」とそのように教えるでしょうか。「いや。あの家庭はその事情があるのでそれが必要かもしれません。でも、あなたの家は金持ちなので１日５００円で過ごす節約術などはあなたには要らないものです。あなたは１日１０万円をどのように有効に使うことができるか、そういうことを考え学ばなければいけない」とたぶん、そのように言うでしょう。立場が違うから。たまにテレビの中でセレブの取材やインタビューのために、だいたいが貧しいお笑い芸人みたいな人がそこに訪ねて行きますが、「へぇ」とびっくりして「住む世界が違うな」という話をよくします。つまり、最初から何もかもが違うというのをそこで見て驚くのです。
今日の聖書を見ると弟子たちがイエスさまにお願いをします。「イエスさま。祈りを教えてください」と。単に「祈りを教えてください」という要望であればそれは間違いありません。それは良いことです。ただ、今日の聖書を見ると「ヨハネが弟子たちに教えたように私たちにも祈りを教えてください」とお願いしています。つまり、イエスさまが今お祈りをして終わったそのときです。弟子たちは今までヨハネのところに集まってきた弟子たちをどのように教育をしてどのように教えていたのかなどを聞いたり見たりしていました。また、今までユダヤ人、パリサイ人や、宗教の指導者などが祈りをどういう風にして、祈りをどのように教授していたのか、またどのように祈ればよいのかなどを教えられてきたはずです。でも、イエスさまはそのようなことをほとんどおっしゃらないので、そういう意味で周りを意識しながら、比較しながら「私たちにもあのような儀式、あのような行為を教えてください。祈りを方法論として教えてください」と質問しているのです。今日の聖書ではそのような表現はありませんが、マタイの福音書６章などを見ると同じ場面のことが山上垂訓の中に書かれています。そこには「異邦人のように祈ってはいけない」といろいろなことを加えて祈りについてお答えしていらっしゃいます。それでイエスさまが今ここで弟子たちに答えていらっしゃるのは、祈りがこういうものだということをすべて正解を教えるつもりではなく、今彼らが質問していることが少し質問の言い方、質問のアプローチがおかしいという意味で教育しているような内容です。そういう意味で「あなたがたはヨハネが教えているように、あるいは今まで見てきたパリサイ人やユダヤ人、宗教指導者がやっていた祈りのようなものはあなたがたにはもういらないのだ。それを見て欲しいなと思いながら教えてほしいという質問自体が間違いなのだ」というお話をしています。つまり、今日のタイトルのようにあなたがたの祈りというものは別に祈りがいらないとか、悪いとかいう意味ではありません。「あなたがたにとって祈りというものは彼らと比べたときに最初から、スタートから全く違うものです。今の質問は見て比較しながら、『あのようなものが欲しい』という意味での質問、お願いでしょう。そういう意味ではあなたがたのいろいろな今の自分の立場などを改めないといけないのではないかという意味で今日の話がありました。みなさんもそういう意味で祈りのすべてを私たちがいっぺんに教えることはできません。しかし、祈りのスタートに対して、特にヨハネが教えていた祈りとはもうスタートから違うという意味で祈りを理解して、祈りを始められるきっかけになっていただきたいと思うし、またその祈りが幸せであり、味わう祈りであり、そしてそれが途中で途切れる祈りではなくずっと持続できる祈りを所有するクリスチャン、信徒の方々になっていただきたいと願います。「もうあなたがたは今わたしと一緒にいるのではないか。あなたがたはヨハネの弟子ではなく、パリサイ人でもユダヤ人でもないイエスに従っているイエスの弟子ではないのか。だから、あなたがたはもう身分そのものが違うのだから、スタートからもう違うのです」言葉を変えますとあなたがたの質問、「祈りを教えてください」と周りを見ながら「あれが欲しい」と言うのは正しいでしょうか。たとえば皆さんがどこかの宗教で祈りの行為を見てそこで病気が治ったという噂を聞きますと「私たちにもあれが欲しいな」と思うかもしれません。どこかでお願いをしたら急に商売繁盛した、子どもが治ったといううわさを聞きますと「私たちにもそれが欲しいな」とついつい思うかもしれません。それで同じレベルでの祈りや、同じレベルでの何かを教会でも、信仰においても求めようとしているかもしれません。それに対してその質問を聞き「あなたがたは今イエスさまと一緒にいること、イエスさまに従っていくということがどういうことなのかいまだによく分かっていないのだな」という話です。
祈りのスタートは何でしょうか。クリスチャンの祈りは何でしょうか。ヨハネの祈りと宗教の祈りとよその人々の祈りと私たちクリスチャンの祈りはどこが、何が違うのでしょうか。特にスタートの部分から申し上げますと「あなたがたはイエスと一緒にいるのではないか。ヨハネに従っている弟子とは違うのではないか。イエスに従っている者でしょう。その意味が何なのか分かるのか。そうならばそのような質問はしなくなるのではないか」という話です。「私たちにもヨハネが弟子たちに祈りを教えているようにそのような祈りを教えてください」というようにはお願いしないだろうという話です。つまり、クリスチャンの私たちの祈りはスタートから違いますが、どのようにスタートするのかと言いますと、今私たちが信じている、そして実は今も私たちとともにおられ、私たちが従っているイエスさまが、私たちが救い主として告白して受け入れましたイエスさまが、どのような方なのかを考えるところから祈りはスタートするのです。それが違います。ですから、イエスさまのことを知らないで祈るというのは本当の意味では祈りではないということです。イエスさまを正しく知る前の祈りというのは祈りではないし、それは全部捨てるべきだという意味も今日のお話の中には入っています。それをそのまま引きずって、あるいは真似したりすることはいけないし、そうする必要もないという意味です。なぜでしょうか。ヨハネに従っている弟子たちは当時までは有効かもしれませんが、今はイエスさまが来られたのでイエスさまの方に来ないといけません。つまり、イエスの前に、イエスさまの方に来るまでにあった祈り、イエスさまのことを正しく信じるまでの祈りなどは、もう祈りとして通用しませんということです。何かを真似しようとしないでください。他の人々、他の宗教が祈りの行為、お願いの何かの行為をやっているから、そこを参考にしたり真似しようとすることは祈りのスタートから間違いです。ものすごく悔しいことであり、ものすごく残念なことになります。クリスチャンの祈りはそうではありません。イエスさまがこの地上に来られた以上、祈りというものは来られたイエスさまがどのような方なのか正しく知るところから祈りは初めてスタートできるのです。イエスさまが来られるまでも、旧約の聖書を見ていても祈りはたくさんありました。そのときはそのときに合った祈りだったでしょうが、とにかくイエスが来られた以上、そのイエスさまがどのような方なのかを正しく知らない限りは、たとえ教会に通って「イエスさまを信じます」と告白したとしてもイエスさまのことが正しく理解できるまでは祈りは祈りでありません。そのときまで祈りは全部忘れてください。特にクリスチャンになる前に何かの宗教を信じていた、あるいはそのようなことを見てきた経験のある方でも、あるいは自分の親か自分の家族や親せきの方々が何かを祈っていることを見てきた方も、そのような祈りは祈りではないというところからスタートなのです。それを否定するところがスタートです。イエスさまは今、祈りを教える前に彼らの頭の中にある祈りの概念そのものを全否定してから説明していらっしゃいます。それが祈りです。

ある人はそれを悪い意味でやったわけではありません。仏教の種類によって違うのでしょうが、仏教には手のひらを合わせて拝むポーズがあります。今までずっと仏教を長い間信仰していたのでクリスチャンになってからも牧師に会って挨拶するときに拝むポーズをしました。別に悪い意味があるわけではありません。このようなポーズだから悪いという意味ではありません。中身の内容が大切でしょう。でも、もしかしたら昔の以前のものをそのまま引きずっていて、それが祈りだと勘違いしていればそれは修正しないといけません。それが間違っているから救われたことがキャンセルされる、取り消されるということはありません。ただ神様の本当のクリスチャンとしての祝福を経験できないまま、余計な困難や余計な苦労をするようになるのです。そういう意味でぜひ正直に皆さんは祈るべきだと思っても、ときには祈りたいという気持ちがあっても祈りが続くのでしょうか。あるいはどうやって祈ればよいのかわからないという方が多いのではないでしょうか。ですから、他のだれかより祈ろう、だれかのように祈ろうというようには思わないでスタートからよくよく考えて、クリスチャンの祈りが何なのか考えスタートから地道に一つ一つ正確にやっていただきたいと思います。クリスチャンの祈りはスタートから他の祈りとは違います。
そのスタートが何かと言うとイエスさまがともにおられ、そのイエスさまに従っている者なので、まずは祈る前にイエスさまのことを考えること、それが祈りのスタートです。皆さんが告白しているイエスさま、しかも今ともにおられるイエスさまはどのような方なのでしょうか。聖書は最初から最後までこれっぽっちも迷わないで「そのイエスさまはキリストです」と宣言してお知らせしています。
イエスさまがキリストであることを考えるときに「イエスさまがキリストであるというのはイエスさまこそ真の約束された救い主、イエスさまこそ真の預言者です」ということです。真の預言者というのは神から離れてさまよいつつ、何をどうしても答えが得られない人々が、その神様とまた出会って神のかたちを回復し神のすべての祝福を受けるようになりました。つまり、いのちの主であるという意味です。人はたましいのある存在なので霊であられる、創造主である神様を知らない限り、その神様と出会わない限りは本当の幸せと真の平安と人生の生きがいと希望などは絶対に持つことができない存在です。お金があっても名誉があっても努力をしてもだめです。それが人間というものです。イエス・キリストだけが、イエスがキリストであるというのは私たち人間が真の神様と出会って、真の幸せ、真の平安に預かることができる唯一の道という意味です。イエスはキリストです。
そしてイエスがキリストであるというのはイエスは真の王様という意味で、目に見えない偽物の王になり世の神と呼ばれている悪魔、サタンというものがあらゆる偶像や宗教、世の風習、しきたりなどをとおして人々を捕え滅ぼしています。人々はわけも分からないまま解決できない、理解できない、どうしようもできない問題に捕らわれていて疲れて重荷を背負って人生を生きるしかありません。それで占い師に頼り、お守り、お札などに頼るしかない存在なのです。そこに答えがないとしても他に道がありません。悪魔のしわざに捕らわれてどうしようもできません。何をどうしても通用しない問題を抱えて、しかし、それは目に見えない問題です。イエスはその悪魔の頭を踏み砕いて偽物の王である悪魔を完全に打ち破って勝利なさり、そこから私たちを解放させる真の王様であるという意味です。イエスはキリストです。今までそれがあいまいだった、あるいはぼやけていた方々は神様の恵みによってそのことにパッと目が開かれることを祈りたいと思います。　　　

イエスがキリストであるというのはイエスさまが真の祭司ですと言う意味です。真の祭司というのは絶対に赦されない罪を抱えて、その罪が裁かれ結局は地獄に行くしかない運命の力に捕らわれて人生を生きるしかない人々をそこから助けるためにイエスは十字架にかけられ、そのすべての罪を代りに背負って贖いのいけにえの犠牲になられ、代わりに罰せられることによってすべての罪を全部清め、罪を赦されるようになりました。つまり、地獄へ行くしかない滅びの運命から私たちを完全に引き上げ解放させてくださった方です。実は私たちの人生のすべての不幸がどのような形で現れていても、人生の様々な悩み、いろいろなトラブル、事故、災い、悲しみなどがこの問題から全部生まれたものなのです。ですから、根本的に解決できるようなものではありません。絶対にできません。それで神様は罪を犯した途端に約束されました。このキリストを送ると。女の子孫として来ることによってこの問題を解決する真の預言者、真の祭司、真の王様として来られると約束されました。イエスはそのキリストです。それでこのことをまっとうするために神であるイエスさまが人間の体をとってこの地上に来られ、しかも十字架にかけられ血を流され３日目に死者の中、お墓の中からよみがえられて勝利し、今天の御座に座って生きていらっしゃり、万軍の主となられすべての歴史、民族を動かしていらっしゃる方です。イエスはキリストです。だから、イエスがキリストであるということを考えるとそのイエスこそ自分の人生の答え、自分の人生の解答です。今までは愛情が人生の答えだと思っていて、今までは家庭環境、知識、文明、政治、健康、人間関係などいろいろなものが自分の人生の解答、答えだと思っていたがそうではなく、このキリストであるイエスこそ自分の人生の解答であり、今まで人生で苦労し、真の喜び、幸せがなかった理由はイエス・キリストを知らないでいからなのです。だれかが悪いからではありません。親が悪いからでもありません。地震があったからでもありません。キリストがいなかったのです。唯一、人生の人類の解答、答えなのに。それが自分の人生の解答であることが分かること、これがイエスさまのことを正しく考えることです。それと同時に自分の人生のすべての問題を解決した、すべての問題の解決者として理解するようになります。祈る前に他の宗教やヨハネの弟子たちがどのように祈っていたのか書いていないのでよく分かりませんが、いろいろな祈りのやり方や形とかがあったでしょうが、全く違います。「まずどのように祈るのか、何をどう祈るのかということを考える前に、イエスと一緒にいる人間であればイエスのことを先に考えなさい。何かを解決しようとしないで、何かの疑問を投げかけようとしないで、だれかを恨んだり、ほめる前に、イエスを先に考えなさい。これが私たちのスタートです。歯を食いしばってでも、皆さんの脳細胞の中でそのような訓練をしないといけません。ついつい他のことを先に考えるように私たちは固まっていて、訓練されていて、マインドコントロールされていて洗脳されている者なので歯を食いしばってでもイエスを一番先に考えなければいけません。今、心の中でだれかを恨んでいるでしょうか。だれかのせいにしてものすごく機嫌を損ねていらっしゃる方がいるでしょうか。それが間違いです。先に皆さんがイエスさまを信じる人であればイエスが今一緒にいらっしゃるのですからイエスのことを先に考えないといけません。今何かの問題を抱えて祈っているのでしょうか。もしかして、イエスさまがどのような方なのかまったく考えずに問題の解決を求めたのではないでしょうか。それでもし解決になったとしてもその次が問題です。クリスチャンはそのような存在ではありません。だから、今日の聖書はそのようにイエスさまがお答えしていらっしゃるのです。イエスから考えなさいと。祈りはイエスからスタートするものです。

そうならば、当たり前のことにそのイエスが一緒にいらっしゃって、彼らは今イエスを信じて従っている者でしょう。だから、イエスが本当にキリストであればこのイエスを信じてともにいらっしゃるということはどういうことで、その自分はどんな存在なのかを正しく確認し、それに対して心からの確信を持つというのが祈りのスタートです。今イエスさまはそれをおっしゃっています。いったい、その質問をしているあなたがたが自分がだれなのか分かっているのか。いまだに分かっていないのではないか。それが祈りに困っている方々に今日神様が言いたいことです。祈りをどうやってと考える前に今イエスを信じているあなたがたは自分がだれなのか、自分のアイデンティティーを、自分の身分を、自分がどんな存在なのかを改めて確信を持って、そこからスタートしなさいということです。そうしないから祈りが続かないのです。このイエスがキリストであるがゆえに皆さんが涙を流してイエスさまを受け入れたのか、あるいは地味にイエスさまを受け入れたのか、事故をとおして受け入れたのか、スムーズに自分の親に従って自然にイエスさまを信じるようになったのか関係なく、イエスを信じて今キリストであるイエスがともにいる者であれば、今その人が子どもなのか大人なのか、教会に１０年、通っているのか今信じたばかりなのか、学歴が上なのか下なのか、財産があるのかないのかなどとは関係なく、このキリストであるイエスがともにいる者であればその人はすべての滅びの呪いから完全に解放されている者です。古いものは過ぎ去ってすべてが新しく変えられている新しい被造物です。過去のものではありません。よその人間と同じ扱いをしてはいけません。宗教の人とヨハネの弟子と同じ扱いをして、同じことを真似しようとしてはいけません。完全に解放され罪を赦され、すべての問題が解決され解放されもう滅びることなどは永遠にありえないし、神の恵みの他には何もない者です。自分がそのような存在です。なぜでしょうか。イエスのゆえに、イエスがキリストだからです。

そのようになった根拠が何かと言うとイエスがともにおられるというのは今現在、神様が聖霊をとおしてその人の中に入って一緒にいらっしゃいます。聖霊が内住していらっしゃいます。私たちの体が神の住まいとなっています。主が内側にともにおられます。しかも永遠に離れることなく、永遠に奪われることもなく、皆さんが嫌だと思っても離れることはありません。そのように聖霊がともにおられます。今までヨハネと一緒のときにそのようなことはありませんでした。ヨハネの以前のエリヤもエリシャもモーセもアブラハムにもそのようなことはありませんでした。２部の礼拝でも申し上げますがイエス以前と、イエス以降まったく違う次元です。それを同じレベルで「祈りを教えてください」と言ったり、同じレベルで何かを求めたりするからこんがらがってしまうのです。それで、何かを求める前に、何か祈る前に、何かを正しいかどうか現す前にイエスから考えてください。そしてイエスを信じている、イエスがともにおられる自分がだれなのか。今の健康がどうなのかと関係なく霊的に自分自身は聖霊が内住し、言葉を変えますと天国を今現在、自分の内側に所有している者です。地獄のすべての運命はもう取り払われて私と関係ありません。そのような人を神の子どもと呼びます。しかもただの神の子どもではありません。パウロが言っているでしょう。神様のことを「アバ。父」と呼ぶ、それは「パパ」と呼ぶような感じです。神様とそのような関係になったのです。何をどうするのかと関係なく、イエスを信じることによって。

それで聖書のへブル人の手紙などを見るとイエスさまが十字架で死なれるときに神様と私たちを隔てていたカーテンが上から下に真二つに破れて開かれたとあります。へブルの手紙には新しい生きた道が神と私たちの間にできたと言われています。それがイエスがともにおられる人の存在です。その人の頭が悪いかどうか、熱心なのかどうかの前に身分そのものが、状態そのものがそうなってしまいました。それを深く考えて「なるほどそうですか」とそれを感謝することが祈りのスタートです。でも、特に韓国の人は気が短いのでそこまで考える余裕がありません。ここが痒いと「痒いですよ」と言う前に、先にイエスを考えましょう。もし私たちが信じているものがお釈迦様であれば別に考えなくてもよいです。ただイエスが唯一の救い主、キリストであればイエスを考えないといけません。それでイエスがともにおられる自分を考えないといけません。そうするとこのような結論が出ます。私は弱い者、限界ある者ですが、父なる神様と私とは開かられた関係で、生きた新しい道が神と私たちの間には開かれています。それはまるでヤコブが夢で見たはしごが天と地をつないでいるかのようです。
以前の柳先生のメッセージ中で昔の固定電話ではなく、携帯電話の場合は線も何もないのにつながることについて話されました。まず携帯番号を登録しないといけません。それが私たちの名前がいのちの書に登録されイエスさまを信じたということです。それから、もう一つの条件がバッテリーを入れることによって、その電池の力によって通じるようになるとの同じように、私たちの中に聖霊がともにおられ私たちの名前が天のいのちの書に記されている者です。それゆえ神様との祈りの関係、神様にお願いして神が応えられる、神様が私たちのことをきちんと面倒をみる関係にこれっぽっちも障害なくその関係が完璧に回復されていることが分かります。まずそのことを確認しないといけません。イエスがキリストなのでイエスさまを信じるとイエスさまがともにおられる人であれば子どもでもおばあさんでも病気の人でも健康な人でも関係なく、その人は神様を「アバ。父」と呼ぶことができる神様との関係がすべて回復しています。イエス以外にはできません。イエスはそのことができる唯一の方、イエスはキリストです。だから、私たちは他のことを考えないでイエスがキリストであることと、イエスを信じたことだけにすべて集中しないといけません。そのことによって私は弱い者、私はだめな人間なのですが神様を「アバ。父」と呼ぶことができる者なのです。私はそのような身分とされている者です。そこを確認することが祈りのスタートです。
そうすると、イエスさまが今日のいろいろなたとえ話を申し上げましたところから読み取れることは、私たちが祈る前に自分は幸せのために祈る者ではなく、自分は祈る前に幸せな者だという確信を持たないといけません。それがスタートです。違うでしょう。よその人間、宗教に熱心な人々の祈りをよく聞いてみてください。みな自分が不幸なので幸せを求めて何かをやっているのです。そういう祈りはあなたがたにふさわしくなく、祈る前に、何を祈るかその前に自分は幸せな者だという確信、そして、私には祈ることができる資格があるものだ、祈りは真の神様、答えられる神様に対して祈りのライセンスが確かに与えられている者なので躊躇したり迷わないで祈ることができる者なのです。ライセンスを持っている資格があるという確信を持たないといけないし、祈る前にだから神様が私の祈りに答えられるということは難しいこと、珍しいこと、たまにあることではなく、当然なことで当たり前なことなのだと神の答えの当然性を確信し祈るべきです。つまり、祈りというもの自体が私たちの宗教行為、儀式の一つではなく、苦労するために神様が与えられた課題、宿題ではなく、祈りは神から与えられている、イエスを信じる人にのみに与えられているプレゼントで素晴らしい賜物です。祈る前にまず祈りに対してそういう姿勢、そのような確信を持って祈りに入らないといけません。これが祈りのスタートです。

だから、祈りは祈るものというよりは味わうことです。いろいろな体質があったりしますのですぐに変わらない部分もあるかもしれません。でも、ぜひスタートから違うという意味が何なのかよくよく吟味し、皆さんにある祈りの概念、言葉では全部説明できない祈りの雰囲気などを修正していただきたいと思います。何をそんなに願って祈るのでしょうか。まず祈る前に幸せにならないといけないのではないでしょうか。だから、違うよとおっしゃるのです。理由は何でしょう。私の問題がきれいにさっぱりなくなっているからでしょうか。私のうつ病がなくなっているからでしょうか。先週も申し上げましたうつ病でなく精神病を８つ持っていても精神力さえあれば問題ありません。サタンは私の精神をとにかくあらゆるかたちで偽りを持って弱めます。理由は何でしょう。私たちがうまくいっているからでしょうか。そうではなくて私たちはイエスさまを信じているから、そのイエスさまが幸いキリストだから、それでもう終わりです。そこで答えを出さないといけません。サタンはそこで答えを出せないように他の物を利用してしつこく私たちの精神を捕えます。だから治りません。治るかどうかは関係ありませんとならないといけないのに、治ったのか治っていないかがいつまでも基準になっているから精神が治りません。キリストに集中してください。私たちはもう違います。たとえ今精神病にかかって今日、死んだとしてもその人はイエスを信じていれば幸いな者です。考え方を変えてください。戦ってください。そのために祈りそのものを直してください。みなさんどのように祈っているでしょうか。イエスさまのことをキリストとして先に考えないといけません。もちろんこれが慣れている方は「これをしなくてもよい」のではなく常に頭の中にあるので、すぐさま祈りの課題に入ることも十分あり得ます。ただそうではなくこんがらがっている方々、祈りを誤解している方々はそうしないでイエスさまのことをキリストとして考えるところから祈りをスタートしてください。
それから、そうであれば、そのイエスがともにおられる自分は今、旦那さんが浮気をしているとしても自分は幸いな者なのだという確信を持って、だから祈れる資格があるし、必ず、答えられる者だと確信を持ってください。そういう意味でイエスさまはおっしゃいました。もし友達が急にもう寝ているのに夜に訪ねてきて、「何か食べるものを出さないといけないのに何も家に無かったので少し貸してほしい」とお願いしたときに韓国の聖書にこう書いてあります。「もう面倒をかけないで寝ているよ」と断ることはあるのか。そんなことはありません。友人だというのも仕方がなくという意味もあり、それは断ることもあるかもしれませんが、今、友人としてではなく、たぶん、イスラエルではいつお客が来てもお客さん、旅人にきちんともてなすことができるものを常に用意しないといけない文化があります。それが無かったというのは恥になります。つまり、逆に言うと他の家には必ずあるはずのものです。そのためこれが無いというのはどれほどの恥であり、急務なのかがお互い文化の中で分かっているはずです。それで「ください」と言えばそれは困っていることが分かっているから当たり前にパンを貸すということはあるのではないかとおっしゃっています。つまり、この話は困っているから貸すというのが、面倒だから、寝ているからだめだと言うはずがないという表現があります。当たり前に必ず貸してくれるだろうとおっしゃったのです。神様とあなたの関係はそれ以上ではないのか。なぜでしょうか。イエスを仲介にしてイエスを信じているからそのような関係に変わっているのですという話です。その次も同じ話です。求めなさい。そうすれば与えられ、探しなさい、また叩きなさい。そうすれば開かれて見つかるとおっしゃいました。３回も繰り返し強調しながら、これはとにかく一生懸命祈れば神様は何とか答えられるという意味ではありません。これを強調している意味は何でしょうか。求めなさい。必ず答えられるのだから。探しなさい。必ず見つかるから。なぜ探さないのか。叩きなさい。開かれるようになっているのになぜ開かれないのか。今はもう自動ドアだから前に立てば必ずオープンするのになぜ立たないのかという意味です。３回も。あなたたちが祈るというのは必ず開かれる、答えられるようになっているものなので、なぜそうしないのか。答えられることが当たり前なのだというたとえをしているのです。なぜでしょうか。あなたがたは今私についてきているのです。イエスがすべてです。イエスが答えです。イエスに集中してください。何か困難している方々はそれを何とかしようとしないでイエスに集中してください。そのあとぐじゃぐじゃになっているものが解けていくようにそうなりますから。そういう意味で似ているかのように思っていてもヨハネの祈りと宗教指導者の祈りとユダヤ人の祈りとは根本から違います。祈りが皆さんの頭の中にどのように入っているかは分かりませんが、今私たちがイエスさまのことを正しく分かって教えられる祈りではなく、本当は正反対なのです。似ているかのように思っていても正反対なのです。宗教の中には一生懸命祈るとその分報われると言いますが、聖書もそんな風に教えるかのように皆さんには見えるのでしょうか。「あなたがたは答えられるようになっている者なので祈れば答えられるのだよ」という話です。違います。だから、答えられる確信を持ってください。祈る前に確信を持ってください。
最後におっしゃいました。魚をくださいと言っているのに蛇を与える親がいるのか。それから卵をくださいと言っているのにさそりをあげる親がどこにいるのかと。精神病ではない限りは、そのような親はどこにいるのか。しかもそれはあなたがた悪い者であって、神様と比べるときには悪い者です。悪い者であっても子どもには良いものをあげることが分かっているはずです。神様があなたがたの親のレベルでしょうか。悪い者なのか。ましてやあなたがたのためにひとり子イエスを犠牲にしてまであなたがたを罪から救い出し、あなたがたを愛し罪人である滅びるしかないあなたがたを助け出し神の子どもにしていらっしゃる真の神様があなたがたの父になっています。そうならばなぜ求めるあなたがたに聖霊を与えることが無いでしょうか。良いものは聖霊の働きであることを神様はよく分かっていらっしゃいます。異邦人が求めているようなものではなく、最高の賜物、聖霊の働き、聖霊充満の祝福がなぜないのでしょうか。それは当たり前ではないでしょうか。話は全部、当たり前だと言っています。祈る前にスタートがどのように違うかと言うと、祈りは必ず答えられるのですがそれが当たり前だと確信を持って祈るのです。また幸せな者として祈ります。そうするためにはどこから始めないといけないでしょうか。私たちのレベルではイエスを先に深く考えることがまず祈りなのです。そして、そのイエスがともにおられる自分がどんな存在なのかを深く考えること、それが祈りです。そうすると祈る前に確信を持って祈るようになります。祈りが神からの素晴らしいプレゼントだということ、喜ばしいものだということが分かって祈るようになります。祈りと仲良くなって親しくなります。ヨハネが教えている祈りを学ぶと祈りが労働になります。断食をしないとだめになります。そういう祈りなのです。異邦人のように言葉が多いと神様がそれにあきれて答えられるとなってしまいます。クリスチャンの祈りは違います。そういう意味で祈りがすべてです。イエスがすべてだから。

そうならば祈るときに違うでしょう。祈る前も違います。祈るときに何が違うかと言うと祈りの内容が違います。祈りの内容が変わります。今までの話が本当であれば祈るときに何を食べるか何を飲むかなどを祈る必要はないでしょう。自分の身分がだれなのか分かっていればキリストであるイエスが今、ともにおられる祝福の存在であれば祈る内容が変わるでしょう。それでおっしゃいました。祈りは必ずこれをすべきだという意味ではなく、そういう意味でまず神の国と義を求めなさい。父なる御名があがめられますように。御国が来ますように祈りなさい。異邦人やヨハネの弟子は絶対にその祈りはありません。宗教の人はそのような祈りはできません。だから祈るときにも祈りの内容が変わるしかないのではないか。神の国を祈ること、それがどれほどすごい祝福であって、それ以外何か求めるものがあるのか。あなたがたはそのような身分なのです。まずそこをしっかり確認してその感動を持って祈りに入りなさい。そうするとイエスさまがおっしゃったように、「父よ。御名があがめられ、御国が来ますように」と祈り、そのためにその後の内容は日用の糧を求めるのではなく食べることのために引っかからないように、罪や人間関係のために神の国に損することがないように、それらを避けていけるように祈りなさいということで、祈りの内容は一つしかありません。神の国が臨まれますように。今日のお話はあなたがたが本当にイエスに従っている者であれば祈りの内容は１個しかありませんという意味です。ですから、祈るときに余計な動機、肉の動機、疑いなどは全部捨てて祈るようになるでしょう。神の国を求めるようになるでしょう。そして最後にイエスさまがおっしゃったようにここまでできれば神の国のために自分自身は聖霊充満を祈るようになるでしょう。これが祈りです。

話をまとめたいと思います。皆さん、具体的に方法論ではありません。方法論ではなく内容がわかっていたのですが私たちが実践するのにいろいろ今までのパターンや体質などがあるので、なかなか難しいということを手伝うために作った、というよりは聖書にある内容ですが、皆さん、祈りのことを考えるときにある意味、１日のすべてを考える前に一番先に聖餐の告白を必ず優先して始める習慣を身に着けてください。それはイエスさまがどんな方なのか、イエスさまはキリストだという告白です。だから、キリストを信じる自分がどんな幸いな者なのかをそこで告白することになります。それで私の祈りの課題は神の国が臨まれてイエスの証人になること以外には本当はありません。それを祈り、そのためにつまり聖餐の告白を１番優先にし、何かを選択しないといけないこと、何かを悩むときにもまずそれを先に告白して、それを習慣にしてください。伝統になるように、皆さんの文化になるように。子どもにまでだれにでもそれが自然に伝わるように。
それから、それをとおして皆さん自分自身のアイデンティティー、自分の幸いな身分を先に確認することを必ず優先にしてください。そうならば、それからは祈るときに必ず希望を持って祈ってください。なぜかというと答えられることが当たり前で当然なのでそれに対しての希望を持ってください。希望というのは答えられる確信を持って祈ることです。裏返しますとそこで聖霊充満を祈ることがあります。皆さんが求めることは聖霊充満だけです。そして、それが本当に感謝の祈りになれば現場に行ったときに現場の祈りをそこでささげるように、教会のために祈るようにしてみてください。そのスタートが聖餐の告白からです。スタートから違う祈りであることを覚えていてください。イエスさまは今祈りを教える前にこのようにおっしゃっていることをもう一度申し上げます。なぜそんなことを聞くのか。あなたたちは違うのです。あなたがたは違うと今日おっしゃっています。その御声を毎日聞かされるようになって、そこから与えられる喜びや力をもって、何かこんがらがらないで、ずれないで神の国を求めることができるようにしていただきたいと思います。

〈お祈り〉
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日も祈りをとおして神様が私たち一人一人に私たちは宗教の人、よその人と、ヨハネの弟子と違う者だとおっしゃっている愛のメッセージ、御声を心にしっかりと留めて、約束として握ってスタートから違うクリスチャンの祈りを味わい、祈りに成功するように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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